
州

拭

節
十

二
恕

約
四
朗

読

.山

7
0

不
明
だ
な
っ
た
.,J
L
て
説
明
さ
れ
る
.
穆
王
の
西
経
に
曹
-
幣

暮
し
た
伯
天
は
真
人
の
後
で
河
櫓
を
祭
る
も
の
で
あ

っ
た
が
.
酉
膜
(
轟
)
の
牧
人
部
族
を
歴
訪
L
､
そ
の
言
語
が
用
人
,こ
興
っ
て
捨
水
を
油
鰐
水
ビ
し
て
清
輝
し
た
の
か

ら
推
し
て
､
真
壁
的
民
族
共
に
土
井
其
語
系
に
儲
す
る
ビ
麗
せ
ら
れ
る
｡
是
は
薄
弱
な
る
娘
嘘
に
過
ぎ
や
ど
す
る
も

第
三
の
考
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
｡

此
の
如
-
湊
牝
の
庶
民
は
三
代
以
凍
土
耳
其
人
ビ
同
族
で
あ
っ
た
-こ
い
Å
童
説
を
採
用
す
れ
ば
､
古
代
希
職
人
の

ス
キ

ー
ト
ビ
呼
ん

だも
の
～
一
派

ども
な
る
｡
前
稿
に
述

べ
た
如
-
酉
方
に
於
い
て
亜
活
の
国
難
な
る
氷
河
時
代
に

漠
北
も
漠
南
も
共
に
却
っ
て
降
水
量
の
多
い
好
束
候
を
奨
し
み
､
新
石
兼
文
化
が
救
援
し
た
だ
い
ふ
考
説
だ
併
せ
て

申
菰
石
器
文
化
民
族
の

一
派
が
此
虞
に
占
思
し
て
'
次
第
に
蓮
緑
地
帯
に
分
布
し
た
だ
考

へ
得
る
の
で
あ
る
｡

漠
北
の
原
住
民
に
踊
す
る
我
々
の
型
紙
は
相
は
不
十
分
で
あ
る
が
ら
P
今
後
新
ら
し
い
資
料
が
出
た
場
合
に
我
々

の
考
訟
成
立
の
可
能
性
乃
至
蓋
然
性
が
樹
す
か
減
ず
る
か
迎
惜

し
離
は
ね
｡
故
に
我
々
は
畢
L･.
る
作
業
者
説
だ
し
て

提
出
し
置
-
に
止
め
る
｡

河
底
面
と
歯
底
面
の
関
係
に
就

い
て
の
理
論
及
び
鷹
用

7
p
研
究
の
方
針

1

､
平
野
形
態
樺

2

'
河

成
岬

と

小
相

成

師
の
迎
絞

栗

木

龍

七

3
､
研
究
粘
灘
の
鹿
川
と
土
地
の
巡
勘

二
､
鱒
前
淋
搾
平
野
の
形
態
成
凶

Il
､
り押
目群
中
野
の
形
鵬
で
LJ成
田



り〟
J.
恥
成
附
の
保
存
他
紙
の
焔
刈

B
､
湘
梓
紬
に
平
行
な
る
侵
蝕
柑

氾

4
､

河
成
田
の
保
存
惟
件

5
､
巡
捌
侵
蝕
阿

三
､
拙
前
粘
;3
::%
野
の
孤
剃

l
t
隆
起
似
刑
巡
勤

2

､
沈

降
巡
軌

凹
'
土
班
の
成
因
と
耕
土
慣
肪

l
､
鞭
･a
分
布

2
'
節

二
次
的
担
化

五

'
内
戚
両
と
鵬
成
剛

と排出

l
'
河
成
関
と
魂
の

系
統

2
､
泊
成
田
,亡
鬼
の
位
班

六
'
文

献

｢
研

究

の

方

針

且
.
卒
野

形

態

翠

日
本
群
島
に
放
け
る
平
野
を
次
の
如
-
定
め
ろ
.

1
､
延
長
川
侵
蝕
面
の
形
態
を
系
統
的
に
研
究
し
得
る
海
岸
平
野
を
な
す
丘
陵
地
0

2
,
此
の
丘
陵
地
の
堆
積
而
及
侵
蝕
面
に
直
接
連
鵡
す
る
河
成
段
丘
｡

3
,
以
上
1
2
の
下
位
に
あ
る
新
堆
積
地
､
即
ち
谷
底
堆
積
而
及
び
三
角
洲
｡

4
'
山
間
盆
地
の
鹿
田
を
な
す
扇
状
地
丘
陵
｡

5
.
其
の
下
位
に
連
な
る
河
岸
の
平
坦
面
｡

6
'
･;
間
盆
地
の
湖
用
に
形
成
せ
ら
れ
化
三
角
洲
｡

此
の
定
義
は
･
土
地
を
工
撃
的
農
蝉
的
に
研
究
す
る
上
に
二

つ
の
基
礎
的
知
織
を
柑
る
た
め
に
必
宴
で
あ
る
｡

7･=
･･r
･;

.･
EI:‖
1.;
･T.
･･･T

J

･
･1･････J
･

･･=
･･=

:

･

∴



地

･

球

第
十
二
番

前
田
LS.

ニ
四

八

t
二

又
､
土
地
を
地
瑚
撃
の
封
象
だ
し
て
研
究
す
る
上
に
は
､

和
食

よ
き

一
っ
の
分
娩
法
で
あ
る
｡
此
の
分
棟
に
基
づ
い

て
､
史
に
土
地
各
部
分
の
形
態
成
因
性
栗
に
よ
っ
て
､
細
別
し
盤
捜
し
て
'
土
地
に
閲
す
る
巷
慶
祝
象
研
究
の
座
薦

た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
｡
生
産
現
象
ビ
煙
塵
ど
の
間
に
春
す
る
踊
係
を
如
･Ja
､
そ
れ
を
新
地
開
拓
の
知
識
ビ
す
る
の

で
あ
る
｡

平
野
の
形
態
成
因
性
質
を
研
究
す
る
に
は
次
の
方
法
に
よ
る
｡

1
'
海
岸
平
野
を
な
す
丘
陵
地
の
堆
積
面
及
び
侵
蝕
街
の
研
究
｡

2
､
河
成
段
丘
の
研
究
｡

3
､
谷
底
堆
積
而
及
び
三
角
洲
の
研
究
｡

4
.
山
間
盆
地
底
面
を
な
す
扇
状
馳
丘
陵
の
堆
積
而
及
び
侵
蝕
田
の
研
究
｡

5
､
山
間
盆
地
の
河
岸
平
坦
両
の
研
究
｡

6
､
山
間
盆
地
の
湖
沼
に
形
成
せ
ら
れ
た
三
角
洲
の
研
究
｡

此
等
の
研
究
の
基
礎
を
L･.
す
訓
諭
的
研
究
は
'
侵
蝕
面
及
び
堆
積
面
の
研
究
で
あ
る
'
侵
蝕
而
及
び
堆
積
面
に
は

夫
々
河
成
面
.,J
海
成
面
ビ
が
あ
る
｡
河
成
而
ど
偉
成
而
AJ,J
は
箪
猶
に
形
成
せ
ら
れ
る
こ
ど
も
あ
る
が
､
連
擬
面
だ
し

て
形
成
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
｡
両
面
の
注
出
闘
係
は
平
野
形
態
撃
班
翰
方
面
の
基
礎
を
な
す
C
本
稿
の
主
目
的
は

此
の
基
礎
的
研
究
の

一
報
を
述
べ
る
の
で
あ
る
｡

l

t
淡
水
馳
七

'
河
搾
段
丘
の
非
封
榊
的
批
紀
と
共
S
l成
凶
､
地
孤
邸
誹
翰
節
hJ
容
第
六
八

E
I
二
賢
'
昭
和
四
年
O

盟
､

河
成

両

と

薄
成

面

の
連

摘



侵
蝕
両
だ
堆
積
爾
亡
の
別
L･6
-
､
河
成
蘭
は
海
成
両
に
連
績
す
る
こ
と
が
多
い
｡
此
の
連
帝
面
の
現
象
を

7.

年
の

現
象
}J
い
ふ
｡
之
に
鍋
し
て
は
次
の
拙
論
に
よ
る
こ
空
に
す
る
｡

2
'
光
水
瓶
七
'
淡
路

梅
の
一段
丘
'
地
桝
壌
評
論
筋
五

番
節
二
六
八
-

七
二
質
'
昭
利
四
年
｡

3
'
湘
水
瓶
七
､
明
石
地
方
の
段
丘
'
地
組
嬰
評
諭
第

九
番
解
二
七
二
-
五
京
､
昭
和
四
年
｡

4
､
同

丁
字
の
現
象
'
地
批
嬰
評
論
箪
五
怨
(第
九
桃
)
昭
利
凹
咋
(九
月
)

cQ
t
研
究
結
果
の
磨
用
と
忠
地
の
運
動
(段
丘
に
よ
る
土
地
の
隆
起
運
動
澄
明
法
)

河
成
段
丘
の
成
因
に
は
､
土
地
の
隆
起
運
動
'
源
両
の
下
降
､
気
候
の
鼻
化
､
流
域
に
於
け
る
森
林
の
鼻
化
等
が

あ
る
か
ら
'
河
成
段
丘
の
存
在
を
匿
ち
に
'
土
地
の
隆
起
に
擁
せ
し
め
る
こ
空
は
出
席
な
い
｡

海
成
段
丘
の
成
因
に
は
.
土
地
の
隆
起
運
動
'
海
面
の
下
降
等
が
あ
る
か
ら
'
海
成
段
丘
の
存
在
を
直
ち
に
'
土

地
の
隆
起
だ
す
る
こ
E
は
出
水
な
い
｡

此
等
の
難
問
題
に
解
決
を
典

へ
'
段
丘
に
よ
っ
て
.
土
地
の
隆
起
を
決
定
す
る
方
法
､
即
ち
段
丘
に
よ
る
土
地
の

隆
起
運
動
竃
明
旗
の

一
つ
が
次
に
適
ペ
る
拙
論
で
あ
る
｡

A
t
河
成
段
丘
両
に
連
櫓
す
る
海
成
段
丘
面
が
あ
れ
ば
'
必
ず
土
地
の
隆
起
運
動
の
結
果
で
あ
る
か
'
或
は
海
面

下
降
の
結
果
で
あ
る
か
で
あ
る
｡
之
に
よ
っ
て
東
棟
の
鼻
化
及
び
森
林
の
鼻
化
等
の
結
果
で
な
い
こ
ど
な
決
定
し
稗

る
○取

'
海
成
段
丘
面
に
泣
顔
す
る
河
成
段
丘
両
が
'
井
野
栴
配
置
の
現
象
を
な
し
て
居
れ
ば
､
必
や
土
地
の
隆
起
傾

斜
運
動
の
結
兼
で
あ
る
｡
之
に
よ
っ
て
海
商
下
降
の
鰭
英
で
な
い
こ
と
を
決
定
し
得
る
｡

河
成
附
-J
編
成
噺
の
.帆
係
に
就

い
て
の
現
諭
及
び
鹿
川

]]琵

7
三



第 - 同 下毛中野の形態

1. 耶将棋に敬するrll団川の下流q)梅坪,平野LI下毛(シモJJ･.)平野であ

る中枠IT4の'FWの北開rこある0

2. Ⅰ及び斜跡地域は高位侵蝕Wo細%)J'地域は低位侵蝕而及び堆桝耐tLt･

示す｡

3.I.II.IIIEI.;･転成而形成順序 ol.2.a.4.6Lて河成W形成Jtm宰oPL‡

荷耽侵蝕間より荷い丘陵地'R.Yは山財JIE'R.‡LI犬丸川'a及bは

名残 JlLo

4.斯固形A.:右の断簡形Er'4,Irュ,II2.2.3･II3･7k,迫るもので'iEi.成
市に迫 られTこ河成田の階段状況紀か茄す0

6.陳耶 捗B.下のWr耐 BL‡.6.3.IIIIIIL171-泡 るもので'5･3EI山

削 りの河成恥 ⅠIIIIIIlE‡周防撫(SN)の過去q)脂成肝であ る,

餌
十
二
侮

鰐
川
批



屯
､
海
面
の
降
下
に
よ
る
海
戚
段
丘
の
決
定
に
闘
し
て
は
､
積
極
的
各
班
的
要
素
は
見
出
し
難
い
､
た
ゞ
前
記
Gq

の
現
象
が
な
-
界
に
梅
成
段
丘
の
み
が
存
在
す
る
場
令
に
は
'
海
田
の
降
下
に
ょ
る
も
の
か
'
陸
地
の
隆
起
に
よ
る

も
の
か
'
其
の
決
定
が
困
難
で
あ
る
に
過
ぎ
L..
い
｡

p
p
河
成
段
丘
の
存
在
の
み
を
以
っ
て
.
土
地
の
隆
起
叉
は
海
田
の
降
下
を
決
定
し
解
る
積
極
的
各
班
的
要
素
は

見
出
し
難
い
｡
然
し
此
の
論
は
河
成
段
丘
の
存
在
に
よ
っ
て
'
甲
乙
岡
地
域
の
比
較
的
棟
高
の
唾
化
を
研
究
す
る
如

き
方
法
に
支
障
を
起
さ
し
め
ぬ
｡

瓦
.
河
岸
段
丘
の
非
封
種
的
配
龍
の
現
象
が
あ
れ
ば
､
土
地
の
隆
櫨
傾
斜
運
動
の
布
衣
を
決
定
し
得
る
が
'
之
は

甲
乙
両
地
域
の
比
較
的
梯
苗
の
鼻
化
聖

ポ
す
9
で
あ
っ
て
.
海
面
に
封
し
て
の
冷

,iJ
は
な
い
.

以
上
の
こ
だ
か
ら
次
の
こ
ど
な
知
b
得
た
.

段
丘
に
よ
っ
て
梅
南
に
封
す
る
土
地
の
隆
起
運
動
を
竃
明
す
る
に
は
､
必
ず

海
成
段
丘
面
に
連
続
す
る
河
成
段
丘

面
を
見
出
し
.
其
の
河
成
段
丘
面
が
.
非
樹
齢
的
配
置
の
現
象
壁

ポ
L
で
居
る
こ
ど
な
明
ら
か
に
せ
ね
ば
琴
･il
ぬ
.

之
に
つ
い
て
次
の
抽
鞄
を
参
照
す
る
｡

5
､
如
大
鵬
七
､
T
串
の
現
象

､
地
甜
嘩
詐
給
餌
五
怨
(
節
十
批
)
昭
利
四
AF
(十
月
)

二
､
豊
前
海
岸
平
野
の
形
態
成
国

見
'
海
洋
串
野
の
形
態
と
成
因

(
第

一
間
参
照
)

シ
モ
ゲ

下

毛

平
野
は
豊
前
海
岸
平
野
の
形
態
だ
其
の
成
因
字
笠
.S
す

一
地
域
で
あ
る
O

河
成
肘
と
縦
成
附
の
剛
係

'1就
い
て
の
拙
論
及

び
勝
川

孟

J

7
五



地

増

鋳
十
二
世

解
四
郎

毒

]

T

六

其
の
形
態
は
間
に
示
さ
れ
て
あ
る
如
-
､
1
2
3
4
5
の
河
成
田
が
著
し
-
､
其
の
面
の
境
界
は
急
傾
斜
を
な
し

1
2
両
は
高
位
侵
蝕
面

ビ
し
て
丘
陵
地
を
な
し
.
3
4
5
は
低
位
侵
蝕
再
だ
し
て
低
平
地
を
t･,bL
で
屠
る
0

4
の
侵
蝕
面
の
下
流
部
は
'
最
近
に
源
水
面
下
に
沈
み
､
そ
こ
に
新
堆
積
地
が
造
ら
れ
た
.
此
の
堆
積
面
.tJ
4
の

侵
蝕
面
ビ
は
極
め
て
不
明
瞭
に
境
す
る
｡

両
ビ
宙
ど
の
摘
係
は
'
園
に
示
し
で
あ
る
両
の
分
強
だ
､
断
面
形
及
び
其
の
表
.tJ
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
｡

断面形 Aの茨

蒜訂17万ITTItT｢㌻ 1五｢㌃1元
-(求)回 241'22･5317･516回 15

断面形Bの表

･政敵､軒JI5～3fIIIIlけIIl

Bの II1両LI25m-15m の傾斜河でIIa

HbcD二Wl二分･Tころべきものであって'第

二固3)略成田の ITsLBⅠIbJ:州常する｡

縁
戚
面
は
Ⅰ
の
下
位
に
皿
払

(
後
に
河
成
面
に
よ
っ
て
塵
化
し
た
)
瑞
の
面
が
あ
っ
て
p
定
に
現
存
海
岸
に
近
-

l一
r>〟

3

m
m

へ
後
に
河
成
面
に
止
っ
て
鍵
化
し
た
)
m

(
後
に
河
成
面
に
よ
っ
で
鼻
化
し
た
)

M
の
面
が
あ
る
O



守

1等

｢
･t..ユー一1
.書

-.書

..一.~｣

甫
ビ
甫
亡
の
紬
係
は
p
閲
に
示
す
面
の
分
類
ビ
断
面
形
及
び
其
の
表
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
｡
河
成
面
に
見
る
加

-
､
耐
ビ

而
ど
の
境
界
の
傾
斜
面
は
急
で
な
い
が
､
I
E
.
=
の
三
地
域
に
放
け
る
建
端
侵
蝕
谷
の
連
潰
し
て
居
な
い

一hり
...り
爪り

現
象
ビ
､

節
二
間
に
於
け
る

A
L
L
;
dE
P
m
の
海
成
面
の
存
在
だ
か
ら
､
容
易
に
合
班
的
に
､
海
成
両
の
存
在
だ
分

殆
ど
を
確
定
し
得
た
.

河
成
而
ビ
源
成
而
ど
の
逓
績
面
形
成
順
序
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

堆
積
而
形
成
後
の
或
時
期
に
於
い
て
､
EjN
E
e蟻

の
現
存
面
の
位
置
に
.
海
成
面
目
が
造
ら
れ
た
｡
此
れ
に
連
潰
せ

る
河
成
両
が
現
存
の
1
の
宙
の
種
億
に
形
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

土
地
の
隆
起
似
斜
昆
動
に
導
か
れ
て
､
此
の
両
面
の
闘
係
を
保
ち
つ
二

両
の
形
成
位
置
が
移
動
し
た
｡
其
の
盛

ー
Cl
りU
T

王

る
時
期
に
は
m

M
m
m
の
現
在
面
の
位
龍
に
溢
成
甫
E
が
造
ら
れ
た
｡L
此
れ
に
連
藍
す
る
河
成
面
が
'
現
存
の
2
の

面
の
棟
置
に
､
形
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

以
上
の
如
-
土
地
の
隆
起
傾
斜
運
動
に
導
か
れ
て
p
海
成
面
は
山
地
か
ら
擬
の
方

へ
惜
破
さ
ら
れ
p
河
成
育
は
丑

の
梅
成
面
上
に
延
長
し
て
､
史
に
洗
い
河
道
ビ
し
て
現
ほ
れ
た
の
み
な
ら
ず
p
其
の
河
道
は
挽
さ
を
均
す
に
あ
た
っ

て
.
横

へ
移
動
し
て
階
段
状
の
河
成
田
ど
し
て
保
存
せ
ら
れ
た
｡

前
記
の
形
態
の
造
ら
れ
た
期
間
に
は
'
山
勘
川
は
Ⅰ
の
両
の
上
流
地
方
で
､
分
流
を
な
し
て
居
た
も
の
だ
恩
は
れ

る
｡
後
に
前
記
の
両
を
造
っ
た
方
の
分
流
は
亡
び
も
3
4
5
の
面
を
造
っ
た
方
の
分
流
が
成
長
を
頂
け
'
速
に
3
4

5
の
低
位
侵
蝕
而
藍

還

し
た
の
で
あ
る
｡
而
し
て
低
位
侵
蝕
両
の
形
成
に
よ
っ
て
･
-
あ

両
及
び

H
m
の
梅
成
育

ど.
此
等
の
面
に
逃
帝
す
る
河
成
面
だ
は
.
侵
蝕
除
去
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

内
偵
聞
JJ
桁
成
揃
の
関
係

に
就

い
て
の
珊
諭
及

び
頗
用

孟

三

l
七



綿

球

第
十
二
番

解
別
離

孟

何

丁
八

州
囲
川
が
l
の
面
の
上
流
地
方
で
分
流
を
な
し
､
源
成
耐
H
m
に
連
掠
す
る
侵
蝕
面
を
造
っ
て
居
た
時
期
を
.
山

間
川
侵
蝕
前
車
期
だ
い
ふ
｡
山
岡
川
が
3
4
5
及
び
そ
れ
よ
-
下
位
の
侵
蝕
再
を
造
っ
て
居
た
時
期
を
､
山
岡
州
侵

蝕
後
輩
期
ビ
い
ふ
｡
此
等
侵
蝕
期
の
後
に
土
地
の
沈
降
が
あ
っ
て
'
侵
蝕
両
の
下
位
の

1
部
が
源
水
面
下
に
没
し
た

盟
p
海
成
所
の
保
存
位
置
の
原
則

(
第
二
回
参
照
)

海
成
両
は
河
成
面
に
よ
っ
て
趣
化
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ど
は
'
髄
託
の
こ
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
居
る
.
此
所
に
河

成
面
ビ
い
ふ
の
は
延
長
州
河
成
宙
の
こ
ど
で
あ
る
｡

棺
成
両
が
河
成
両
に
よ
る
鼻
化
を
-
げ
や
.
多
少
の
蔑
端
侵
蝕
谷
に
よ
る
婁
化
の
み
を
-
け
て
'
海
岸
平
野
に
現

存
す
る
其
の
位
階
に
は
､

1
定
の
原
則
的
現
象
が
あ
る
｡

鬼
､
二
つ
の
妊
長
川
の
堆
積
地
域
の
境
界
雅
は
､
侵
蝕
地
域
の
境
界
に
も
な
-
p
そ
こ
が
山
地
か
ら
海
岸
附
近
ま

で
連
鎖
的
に
海
成
田
の
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
位
置
ど
な
っ
て
居
る
.

】しり

一土

ハU

節
二
園
長
峰
原
の
形
態
に
於
い
て
も
商
兼
端
近
-
に
あ
る
P
A
か
ら
撹
-
'
㌔
㌔
;
拭

m

は
う
藤
式
的
海
成
而
保

存
形
態
及
び
其
の
位
置
の
饗
麓
で
あ
る
O
之
は
輝
館
川
だ
伊
呂
波
川
ど
の
堆
積
地
域
の
境
界
碑
で
あ
ら
'
且
っ
侵
蝕

地
域
の
境
邪
で
あ
る
｡

1

第

1
園
下
毛
平
野
の
形
態
に
於
け
る
I
E
Im
も
､
同
様
の
賓
密
を
典

へ
て
居
る
が
､
Ⅰ
の
両
だ
丘
陵
堆
構
面
ど
の

1

連
縛
が
3
5
等
の
妊
長
川
侵
蝕
而
形
成
に
よ
っ
て
､
失
ほ
れ
て
居
る
か
ら
.
Ⅰ
HP
m
の
面
が
此
の
海
岸
平
野
に
於
け

る
面
の
系
統
の
如
何
な
る
位
置
に
あ
る
か
を
､
確
定
す
る
に
多
少
の
困
難
を
件
な
ふ
｡
之
は
B
に
属
す
る
も
の
で
あ

ら

ら
ノ
O



琴

南

札
鞘
及
び
P
の
北

へ
縛
-
;
SE
S
期
も
､
同
様
の
賓
笹
を
示
し
て
屠
る
｡
之
は
伊
呂
波
川

ビ
大
丸
川
bJ
の
倭

蝕
地
域
の
境
界
邪
に
あ
る
｡
此
の
境
界
帯
に
､
長
峰
川
が
浅
い
迂
曲
流
路
を
造
っ
た
の
で
.
兼
閣
二
眼
の
海
成
両
が

現
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
0

カ
ウ
ダ

上

電

源
岸
平
野
に
於
い
て
は
'
岩
関
川
侵
蝕
面
の
酉
に
あ
る
千
束
原
が
p
同
様
の
寛
笹
を
典

へ
て
居
る
.
此
の
面

ツ
イ
心T

だ
同
位
の
梅
成
田
が
'
築

城

高
位
丘
陵
の
北
輔
に
現
存
す
る
｡
史
に
新
田
原
盆
地
の
掲
成
面
も
9
近
似
の
現
象
蜜

不

し
て
居
る
｡

･

6
､
瀬
水
泡
七
､
谷
蛙
傾
斜
の
非
封
桐
的
配
聡
の
成
田
'
地
組
蝉
詐
筋
節
五
容
節
五
九
七

-
六
〇
八
五
､
昭
利
四
年
｡

忍
'
堆
積
耐
完
成
の
頃
の
分
流
河
道
の
間
の
地
域
もこ
分
流
鮎
か
ら
現
存
梅
岸
ま
で
の
間
に
'

保
存
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
｡
前
記
の
第

一
間
I
E.
Ⅲ
の
梅
成
両
地
域
は
､
山
間
川
分
流
侵
蝕
地
域
の
間
に
保
存
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ど

皿
は
れ
る
｡
之
は
犬
九
州
だ
山
岡
川
ど
の
p
侵
蝕
地
域
の
境
界
顎
に
於
け
る
､
保
存
地
域
の
蔵
に
も
見
え
る
が
.
請

種
の
方
面
か
ら
考
究
し
て
､
B
の
部
に
入
れ
た
の
で
あ
る
｡

鑑､
最
も
新
し
い
梅
成
面
は
.
延
長
川
の
侵
蝕
を
う
-
る
こ
"J
少
L･4
-
､
現
存
海
岸
附
近
に
.
殆
ん
で
完
金
な
両

を
磯
し
て
居
る
｡
之
は
海
成
面
だ
河
成
而
ど
の
共
通
面
己
も
言
ふ
べ
き
も
の
で
､
両
方
の
性
質
を
僻

へ
て
屠
る
｡

此
の
両
は
侵
蝕
面
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
'
堆
積
面
で
あ
る
こ
と
も
あ
ら
P
両
面
が
極
め
て
見
分
け
の
つ
か
ぬ
様

に
連
頂
面
を
な
し
て
屠
る
こ
と
も
あ
る
｡

此
種
の
佼
蝕
面
の
例
雷
は
上
電
源
梓
平
野
の
北
粥
に
あ

わ
,'
堆
積
面
の
例
記
は
山
岡
川
河
口
地
域
に
あ
り
､
侵
蝕

耐
堆
積
面
の
蓮
植
田
は
､
山
関
川
下
流
の
中
津
平
野
(
第

1
固
4
の
而
)
に
あ
る
｡

河
成
師
と
.12
成
河
の
約
倍
に
就

い
て
の
排
諭
及

び
肱
川

】
tg
;.温

f
九
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第
十
二
番

節
四
雛

T
.1g
:

1

二

〇

S
p
海
岸
線
に
卒
行
な
る
侮
蝕
河
道

(
海
岸
稚
苗
移
動
法
)

長
峰
原
の
形
態
閲
に
放
け
る
.
長
峰
川
(
b

)

の
侵
蝕
河
道
は
次
の
如
き
翼
素
を
欄

へ
て
居
る
｡
Plな
る
長
峰
高
位

丘
陵
に
鯨
を
塘
す
る
小
流
群
は
､
H
e
の
梅
成
面
に
侵
蝕
谷
を
造
っ
て
基

合

し
､
史
に
杭

M

の
海
成
面
に
侵
蝕
谷
を
造

っ
て
周
防
灘
に
狂
い
で
居
る
｡

其
の
河
通
の
平
面
形
は
､

一
種
の
型
式
を
具
備
し
て
居
る
｡
即
ち
次
の
如
-
で
あ
る
.

長
峰
高
位
丘
陵
の
崖
端
侵
蝕
谷
で
あ
る
ど
こ
ろ
の
､
L
L
一㌔
上

も
な
る
面
を
有
す
る
谷
に
凝
す
る
小
流
は
高
位
丘

陵
の
ス
パ
ー
ス
の
北
端
線
附
近
に
あ
る
W
.L,
ろ
の
'
托
而
ビ
E
P両
の
境
界
線
上
に
於
け
る
侵
蝕
谷
に
落
ち
各
っ
て
居

る
｡
其
れ
は
間
道
の
南
西
に
於
い
て
南
東
か
ら
北
岡

へ
向
っ
て
居
る
｡
此
の
南
東
か
ら
北
西

へ
向
ふ
部
分
を
赤
尾
-

樋
旺t
侵
蝕
谷
ビ
い
ふ
｡

侵
蝕
谷
を
横
ざ
る
国
道
附
近
の
樋
田
か
ら
､
侵
蝕
谷
は
北
兼

へ
向
ひ
､
柿

ノ
木
附
近
に
連
す
る
｡
此
の
部
分
を
樋

田
-
柿
ノ
木
侵
蝕
谷
だ
い
ふ
O

柿

ノ
木
附
泥
か
ら
､
侵
蝕
谷
は
北
酉

へ
向
ひ
'
今
津
の
南
方
で
地
道
に
擢
ざ
ら
れ
て
屠
る
｡
今
津
に
於
い
て
犬
九

〟
(
a
)
ど
(=
流

する
｡
此
の
部
分
を
柿

ノ
東
-
今
津
侍
蝕
谷
ビ
い
ふ
0
俊
蝕
谷
の
方
向

につ
い
て
は
次
の
如
き
性
質

が
あ
る
｡

-1
か
ら

L
に
至
る
塵
肺
侵
蝕
谷
は
､
自
然
の
傾
斜
に
捉
ふ
も
の
で
あ
る
が
､
亦
尾
-
樋
田
侵
蝕
谷
は
海
岸

線
に
平
行
で
あ
る
｡
樋
田
-
柿

ノ
木
侵
蝕
谷
は
､
伊
呂
波
川
及
び
大
丸
川
の
侵
蝕
谷
に
､
平
行
の
方
向
を
有
す
る
.

柿

ノ
木
-
今
津
侵
蝕
谷
は
､
海
岸
線
に
奉
行
で
あ
る
｡

此
の
侵
蝕
谷
の
平
面
形
は
ー
次
の
如
き
成
閲
に
基
づ
-
-
の
ど
瓜
は
れ
る
｡



第二間長峰原の形態

1.PE1長峰高札 氏陵｡ AE蛸lA前湖 羊平野の
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M

LR

旭
桝

H

H

H

H
の
海
成
両
の
形
成
せ
ら
れ
た
期
間
の
初
期
に
於
い
て
'

伊
呂
波
川
の
運
搬
堆
積
に
起
因
す
る
誓

し
ろ
の

海
岸
堆
積
地
の
影
響
に
よ
っ
て
､
南
東
か
ら
北
西

へ
の
河
道
密
造
･C,'
そ
れ
が
侵
蝕
谷
の
源
を
な
し
た
の
で
あ
る
｡

此
の
平
而
形
の
定
ま
つ
た
時
は
'

一
つ
の
堆
積
期
で
あ
つ
た
.

赤
尾
.
.槌
屋

蝕
谷
平
面
形
が
､
琵

河
讐

し
て
誓

っ
た
後
に
･
土
地
が
降
起
し
て
-
現
存
の
=
=̂
=
B
‰

計

の
部
が
隆
起
し
て
陸
而
ど
な

-
､
そ
こ
に
自
然
の
傾
斜
に
従
っ
て
'
樋
田
1
柿
ノ
木
侵
蝕
谷
が
造
ら
れ
た
｡

河
成
市
と
脚
成
輔
の
脚
係
,1
就

い
tJ
の
桝
諭
及
び
肺
川

壷

l=



地

球

鋳
十
二
番

堺
田
班

一東

こ
こ

--

q一
3
1

ー
tI
3
V
L･?
6

現
有
E
I.E
J
Eja拓
面
,J
､
現
存
=
=
m
m
m
m
面
ど
の
境
界
附
近
に
､
海
緯
線
が
あ
っ
て
'
其
の
海
岸
に
堆
積
が
行

ほ
れ
て
居
た
時
期
に
於
い
て
.
伊
呂
波
川
の
運
搬
堆
積
に
起
園
す
る
だ
こ
ろ
の
'
海
岸
堆
積
地
の
影
響
に
よ
っ
て
､

南
東
か
ら
北
西

へ
の
河
道
を
造
-
'
そ
れ
が
柿
ノ
木
-

今
津
侵
蝕
谷
の
源
を
な
し
た
の
で
あ
る
.
此
の
平
面
形
の
足

ま
っ
た
時
は
､

一
つ
の
堆
積
期
で
あ
る
O

柿
ノ
木
-
今
津
便
細
谷
平
田
形
が
'
堆
積
河
道
ビ
し
て
定
ま
っ
た
後
に
､
土
地
の
隆
起
運
動
が
始
ま
ゎ
P
現
存
の

l
りl
fJ
.-
1_;
.;

m
～=
m
m
m
Ⅲ面
の
部
分
が
隆
起
し
て
陸
荷
ど
な
ゎ
,
同
時
に
柿
ノ
木

-
今
津
侵
蝕
谷
が
形
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

此
の
侵
蝕
谷
完
成
の
後
に
､
土
地
の
沈
降
が
あ
っ
て
､
侵
蝕
谷
下
流
部
が
海
水
而
下
に
渡
し
'
そ
こ
に
新
堆
積
地

が
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
､
之
が
沖
積
層
低
温
地
で
あ
る
｡
9
の
融
が
そ
れ
を
代
表
す
る
｡

比
の
河
道
に
よ
る
凝
滞
法
か
ら
持
た
土
地
の
運
動
は
､
前
記
T
字
の
現
象
に
よ
っ
て
知
ら
得
た
土
地
の
運
動
ビ

1

致
す
る
.
此
の
方
法
を
擬
岸
堆
積
移
動
法

だい
ふ
｡

ァ
､
釆
水
瓶
七
､
八
田
山
メ

サ

-
､
地
糾
嘩
評
静
節
五
替
解
六
〇
ニ
ー
五
貫
'
昭
和
四
年
o

Fg
.

河

鹿

面

の

保

存

傭

件

河
成
両
が
河
岸
段
丘
面
だ
し
て
備
春
せ
ら
れ
る
傾
件
は
多
い
で
あ
ら

う
が
'
拙
論
侵
蝕
両
の
研
究
に
於
い
て
論
じ

た
機
に
.
土
地
が
河
道
の
方
向

へ
交
は
る
方
向

へ
､
傾
斜
し
っ
～
隆
起
す
れ
ば
､
河
岸
段
丘
の
非
封
箱
的
配
置
の
現

象
ビ
し
て
'
河
道
の

7
側
に
階
段
状
に
保
存
せ
ら
れ
る
｡

8

'加
水
髄
七
､
河
梓
段
丘
の
非
封
印
的
配
聡
の
成
因

､
地
班
嘩
評
論
餌
五
番
節
五

二

-

八
質
､
昭
利
四
年
O

此
の
様
な
結
果
に

よ

っ

て
保
存

せ

ら

れ

た

河

成

面

は

､

多

-

の
時

期

の

河

成

面
を

示

す

-
の
で
あ
る
0
叉
そ
れ
等



に
連
碍
す
る
海
成
附
が
､
土
地
の
隆
通
に
ょ
る
海
成
両
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
0

警

固
に
示
す
下
毛
平
野
の
形
態
を
見
る
に
､
河
成
面
が
南
東

へ
p
階
段
状
に
低
-
遣
ら
れ
て
屠
る
.
而
し
て
そ

れ
等
に
連
拍
す
る
海
成
面
が
あ
っ
て
､
明
確
に
過
去
に
於
け
る
土
地
の
隆
起
ビ
傾
斜
だ
壁

不
し
て
屠
る
｡

5
､
運

動

侵

蝕

面

侵
蝕
面
に
は
土
地
の
運
動
に
よ
る
も
の
で
な
い
も
の
も
あ
る
が
'
(
a
)前
記
の
如
き
土
地
の
運
動
に
導
か
れ
て
形

成
せ
ら
れ
た
侵
蝕
面
が
あ
る
0
(
b
)
此
の
侵
蝕
に
は
土
地
の
運
動
の
状
態
を
'
其
の
形
態
か
ら
導
き
拐
せ
る
も
の
が

あ
る
0
此
の
戒
具

a
)(也
)
の
煤
件
を
具

へ
た
侵
蝕
面
を
運
動
侵
蝕
南
.J･J
い
ふ
｡

飴
し
(
b
)
の
使
仲
は
不
明
で
あ
る
か
,
蒜

寛
で
あ
つ
て
も
､
(

a

)

の
櫨
件
が
確
賓
で
あ
れ
ば
､
運
動
侵
蝕
両
と

し
て
取
-
扱
ふ
0
又
､
土
地
の
運
動
だ
据
面
の
担
化

差̂

分
つ
必
要
な
き

場
合

に
は
'
土
地
の
隆
起
に
よ
る
も
の
ビ

海
面
の
降
下
に
よ
る
も
の
ど
を
.
共
に
運
動
侵
蝕
而
ビ
し
て
取
扱
ふ
｡

9
,
淡
水
出
七
･
土
地
の
巡
捌
魚
の
卵
地
軸
か
知
る
方
法
､血
規
準
評
論
節
五
懸

､
昭
和
四
年
｡

三ー
豊
前
海
岸
平
野
の
運
動

且
P
隆

鯉

傾

斜

運

動

堺
上
示
し
た
p
河
成
面
品

成
面
嘉

p
連
頂
両
-

し
て
現
存
す
る
現
象
か
ら
'
登

別
暫

揮
中
野
に
於
け
る
.

新
洪
積
層
堆
積
開
始
後
か
ら
P
澱
近
の
沈
降
ま
で
の
､
土
地
の
運
動
を
訳
の
如
-
知
り
神
化
｡

登

別
源
岸
平
野
は
､
延
長
川
の
流
れ
の
方
向
に
交
は
る
方
向

へ
､
傾
斜
し
っ
～
隆
起
し
た
｡
傾
斜
の
方
向
時
に
よ

っ
て
異
な
-1
･
娃
長
川
の
着
岸
の
方

へ
向
っ
て
居
た
時
期
だ
､
左
岸
の
方

へ
向
っ
て
居
た
時
期
だ
が
あ
っ
た
O

河
成
田
と
脂
成
田
の
関
係
に
就

い
て
の
垂

.選

び
廠

用

嘉

二
三



地

政

節十
二
啓

節
凹
批

二
雲

二
四

塾
前
海
岸
卒
野
に
於
け
る
､
運
動
侵
蝕
面
の
革
質
ビ
土
地
の
運
動
に
つ

い
て
は
攻
の
拙
論
を
感
慨
…す
る
｡

10
'
東
大
髄
七
'
日
本
内
梅

田
域
周

防
灘
南
部
の
成
因
論

'
地
鋭
興

研
前
節
五
番
､
昭
利
四
年
｡

11､
岡

牒
館
州
の
河
搾
段
丘
地
別
解
誹
給
餌
玉
食
節
四
三
二
京
'
昭
利
凹
坤
0

12
㌧
岡

谷
壁
傾
斜
の
非
封
秤
的
配
紀
の
成
因
'
地
租
串
1.5
諭
第
五
番
節
五
九
五
-
六

l
O
滋
､
昭
和
四
年
｡

盟
P
沈

降

運

動

侵
蝕
両
の
下
位
の
も
の
～

1
部
分
は
､
最
近
の
土
地
の
沈
降
に
よ
っ
て
'
海
水
面
下
に
捜
し
､
或
は
沼
浬
的
地
域

ど
な
っ
た
｡
第

一
園
に
於
け
る
4
の
面
の
先
端
鄭
p
第
二
問
の
9

の
甲
かJ以
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
而
･fJ
で
あ
る
｡

此
れ
に
つ
い
て
の
革
質
は
次
の
細
論
を
以
っ
て
補
ふ
こ
ど
に
し
た
｡

13
'
来
水
瓶
七
､
眺
摂
収
徒
の
海
洋
組
の
成
捌
(序
論
)
､
地
鍵
雑
誌
餌
四
十

丁
年
(範
四
八

1
淡
)
i_=
糾
問
舛
(
三
月
)

14
'
同

新
川
原
盆
地
の
侵
蝕
阿
'
地
理
撰
評

論
第
五
金
筋
二
五
-
三

一
式
､
昭
和
四
年
o

以
上
に
よ
っ
で
.

堆
積
再
形
成
に
つ
い
て
河
成
面
ビ
海
成
面
ビ

が
､

蓮
摂
南

を
な
す
こ
と
､
及
び
其
の
保
存
せ
ら

れ
る
現
象
を
知

り
梅
花
｡

四
､
土
壌
成
因
と
耕
土
僧
侶

l
､
堆

積

分

布

豊
前
海
岸
平
野
の
丘
陵
地
を
形
成
す
る
新
洪
積
暦
は
､
今
川
.
破
郷
川
､
城
非
川

岩
魚
川
.
佐
井
川
､
友
簸
川

川
圃
川
､
犬
九
州
'
伊
呂
波
川
'
騨
館
川
､
寄
港
川
.
田
決
川
､
都
甲
州
等
が
其
の
現
存
山
地
に
於
け
る
谷
の
底
面

を
な
す
だ
こ
ろ
の
､
段
丘
暦
の
延
長
部
ビ
し
て
堆
積
-
た
-
の
で
あ
る
0



故
に
新
洪
積
層
の
耕
土
だ
し
て
の
倍
値
の
礎
化
は
､
其
れ
を
堆
積
し
た
河
の
ー
山
地
に
有
す
る
流
域

の
t
岩
石
の

カウゲ

シやゲ

醇
化
に
起
因
す
る
薯
で
あ
る
0
此
れ
に
よ
る
耕
土
慨
値
の
樫
化
を
見
る
に
､
新
旧
原
盆
地
よ
-
も
上
宅

､
下
毛
､
宇

佐
の
平
野
が
耕
土
偲
値
が
高
い
｡

2
､
第

二

次

的

撃

化

姪
長
川
侵
蝕
面
と
堆
積
而

1̂J
に
於
け
る
､
耕
土
の
比
較
は
次
表
の
如
-
､
前
者
が
後
者
に
勝

っ
て
屠
る
.
次
表
の

侵
蝕
面
に
は
､
中
位
下
付
の
侵
蝕
面
だ
P
其
の

一
部
に
於
け
る
堆
積
面
を
含
み
.

堆
積
面
は
新
洪
積
層
の
堆
積
面
LfJ

其
の
上
位
置
侵

蝕
面
だ
を
含
ん
で
屠
る
｡
Al
£

lの
比
較
髪
不
し
.
丸
さ
秩
父
は
裁

ビ
払
Tの
比
較

は
含
ま
な
い
O
其

他
此
の
例
に
よ
っ
て
比
較
し
た
の
で
あ
る
｡

l

､
侵
蝕
阿

､
耕土
何
輪
勝
る

O

ウ
イ

寸

.ハル

Al
t
恭
城

抑

カウ
ゲ

.I.ル

軌
'
上

宅

原

U-
'
中
津

平

野
(店
児
平
野
恥
含
む
)

Dl
t
長

峰

原

El
､
四
日
巾
平
野

Fl.
市
刑
.g
･肝
へ好
雄
川
平
野
ね
食
む
)

2

'
堆栂

術
'

ンン
ヂ
ン

ん
■､

新
m

t

･
JI

‥=

6
1,
雪

が

E51.
糸

H

m
l､
宇

佐

桝土偶
情
劣
る

q

■ヽレ節'ヽ■レ腔.:んE-3
原
(
山
)

罪

杓
､
封
土
'
雑
観
､
T+.神
城

下
位
侵
蝕
の
1.
部
分
に
は

,

上
暦
の
良
好
な
る
土
層
を
除
去
さ
れ
て
屠
る
た
め
に
.
良
好
な
る
耕
土
を
得
難

い
曹

分
を
生

じ
て
居
る

0

故

に
下
位
侵
蝕
両
に
'
必
ず
し
も
良
き
耕
土
が
得
ら
れ
る
亡
は
限
ら
ぬ
.

.～LO,
米
大
鵬
七
･
侵
蝕
岡
と
土
塊
分
布
系
枕
と
の
関
係
､
慧
仙第
十
遍

､
昭
利
四
年
O

阿
成
河
と
脂
成
肝
の
関
係
に
就
い
て
の
禦
榊及
び
勝
川

1..:,.二

二
五



地

球

餌
十
二
怨

第
凹
批

16

､
河

耕
地
の
他
質
及
i.Ll
其
の
-紐
骨
法
､
本
誌
範
十
二
怨
､
昭
和
四
年
0

17

'
同

日
本
内
梅
田
峨
周
防
酪
南
郊
の
成
因
沸
､
地
班
撰
評
論
第
五
番
､
昭
和ー
四
年
｡

ニi'tfT

二
六

五
p

河
成
蘭
と
縁
戚
面
と
湛
耽

丑
.
河

成

画

と

泉

の

系

統

泉
は
山
地
だ
畢
野
ど
の
接
令
碑
に
放
け
る
､
妊
長
川
の
谷
底
附
妃
に
多
い
の
は
'

一
般
的
現
象
で
あ
る
p
之
は
延

長
川
に
水
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
.
妊
長
川
の
水
だ
し
て
論
や
れ
ば
よ
い
こ
E
に
な
る
か
ら
､
泉
だ
し
て
は

敬
-
故
は
な
い
｡

泉
は
名
鵡
川
侵
蝕
谷
の
.
上
流
か
ら
下
流
迄
p
殆
ん
ざ
間
断
な
-
存
在
す
る
が
'
名
機
川
侵
蝕
谷
が
崖
鼎
侵
蝕
谷

に
慶
化
し
た
も
の
に
於
い
て
は
.
其
の
胎
齢
位
置
に
多
い
｡

カ
ウ
ゲ
バ
ル

此
の
現
象
の
政
も
著
し
い
地
域
は
.
上

宅

原

で

あ
っ
て
f
岩
岳
川
ビ
佐
井
川
ど
の
流
路
の
間
に
於
い
て
は
'
至
る

･･,
ケ
カド

ヰ
ン

ビ
こ
ろ
此
の
例
笹
を
見
出
す
.

盛
土
村
久
路
士
の
東
端
岩
満
水
の
敢
兼
に
源
を
聴
す
る
名
豪
州
､
三

毛

門

村

六
郎

金

ド
ウ

シ
･-ヅ

堂
の

満

水
に

甑
を
歴
す
る
名
機
川
の
如
き
は
其
の
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
｡

eq
､
海

威

両

と

泉

の

低

層

名
魂
川
的
遅
甜
侵
蝕
谷
の
源
は
'
源
成
面
の
形
成
順
序
に
支
配
せ
ら
れ
て
､
其
の
海
岸
か
ら
の
距
離
に
差
異
が
あ

る
｡
之
は
攻
の
原
因
に
よ
る
｡

或
る
源
成
面
M
が
延
長
川
.i
よ
っ
て
挺
化
を
-
げ
､
其
の
面
に
尾
淵
侵
蝕
谷
及
び
名
鵡
川
､
或
は
.
名
魂
川
的
崖



報
侵
蝕
谷
が
造
ら
れ
て
ー
土
層
の
下
の
砂
塵
層
に
珪
す
れ
ば
､
其
の
水
を
集
め
る
｡
此
等
の
侵
蝕
谷
Z.
は
海
成
両
の

下
端

(
下
流
の
報
)
か
ら
始
ま
-
.
其
の
上
端

(上
流
の
珊
)

へ
向
っ
て
延
長
し
.
叉
こ
れ
よ
･｡
下
位
の
源
成
而
M

へ
も
延
長
す
る
｡

q]

l

此
の
海
成
面
Ml
よ
-
も

一
段
下
位
の
海
成
面
M
Liこ
も
P
M

か
ら
の
延
長
川
の
他
に
.
N
l
だ
同

1
性
質
の
Z
e.%
造
ら

上

el

れ
上
下
両
方

へ
由
っ
て
延
長
す
る
｡
N
lは
M

の
渥
成
面

へ
延
び
る
こ
ど
も
あ
る
が
p
此
の
海
岸
平
野
で
は
､
凡
は

M

の
面
の
下
流
の
方
の
み
に
止
ま
っ
て
居
る
｡
M
の
下
位
に
M
が
あ
っ
て
.
そ
れ
に
蟻
が
あ
る

｡
Nl
mは
禁

延
長
し

nJ)

て
居
る
0

此
等
NI
zN蟻
の
侵
蝕
谷
の
上
鼎
に
は
泉
が
あ
-
p
且
っ
そ
れ
か
ら
下
流
の
諸
所
に
泉
が
あ
っ
て
.
河
水
は
下
流
に

次
節
に
椅
加
す
る
｡

M
両
に
於
け
る
Nl
の
泉
を
連
ね
た
線
,
M

面
に
於
け
る
ZN
の
泉
を
連
ね
た
線
､
場
面
に
於
け
る
Z
"
の
泉
を
連
ね
た

;I

線
は
殆
ん
で
互
に
平
行
す
る
｡
而
し
て
此
等
は
p
現
存
梅
岸
線
に
殆
ん
で
平
行
す
る
｡

以
上
は
多
少
人
工
を
加

へ
た
も
の
で
あ
る
が
.
殆
ん
ざ
.
自
然
に
近
い
泉
だ
源
成
田
亡
の
鏑
係
で
あ
る
｡
之
を
人

工
に
よ
っ
て
改
良
し
泉
の
湧
水
畳
を
将
卸
せ
し
.b
る
に
は
へ
次
の
如
き
方
法
を
だ
る
も
其
の

一
つ
で
あ
る
｡

各
海
成
両
に
源
を
聡
す
る
毘
輔
侵
蝕
谷
､
名
残
川
侵
蝕
谷
'
名
城
川
的
崖
珊
侵
蝕
谷
を
.
其
の
上
流
の
方

へ
向
つ

c一

て
p
操
-
掘
-
延
す
こ
E
で
あ
る
｡
叉
新
化
に
泉
を
散
見
す
る
に
は
'
前
記
M
に
於
け
る
Nl
の
泉
線
､
M
iこ
放
け
る

zN
の
泉
線
､
略
に
於
げ
ろ
Z
m
の
泉
線
.
の
夫
々
に
つ
い
て
.
泉
の
な
い
侵
蝕
谷
を
掘
り
下
げ
る
こ
E
で
あ
る
､
此
の

場
食
其
の
利
益
は
t
N
l
線
凡
慮

N
R線
の
方
向
順
序
に
減
少
す
る
｡

河
成
田
と
縦
成
桝
の
捌
係
に
就

い
て
の
聖

榊
及
び
鹿
川
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ヽ
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ヽ

27
ヽ

28
ヽ
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ヽ

地

文

流
水
髄
七
'

同何問同周囲同同同同同

節
十
二
番

節
四
鮎

二

山ハ凹

厭

H
本

準緒
の
眺
稀
府
丘
陵
地
に
於
け
る
侵
蝕
締
り
形
態
の
主

和
の
型
式
､
地
相
学
評
論
第
四
番
､
昭
和
ZTT年
O

氷
某

下町
地
域
施
び
に
共
の
附
虻
に
放
け
る
眺
鶴
iJ
以
後
F1
於
け
る
地
形
故
泣
虫
の
研
究
'
地
規
準
評
論
購
四
谷
､
昭
和
11i年
｡

土
地
の
巡
鋤
を
知
る
方
法
､
地
珊
串
評
論
節
記
塔
'
昭
利
四
年
｡

国
東
や
鵜
の
段
丘
､
同

所
細
粒
地
力
の
段
丘
､
同

忠
邦
恋
潜
の
段
丘
'
同

阿
武
搬
出
地
と
紺
新
平
野
の
指
命
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